
第
三
一
七
回
俳
都
松
山
俳
句
ポ
ス
ト 

 

第
三
一
七
回
開
函 

 

「
虎
杖
」
代
表 

 

松
本 

勇
二 

選 

  

特
選
三
句 

 

ぬ
か
る
み
に
春
空
映
る
峡
の
里 

愛
媛
県
松
山
市 
松
田 

と
よ 

  

子
規
と
律
椿
と
な
り
て
寄
り
添
え
る 

 
 

 

香
川
県
観
音
寺
市 

露
口 

由
美 

  

旅
立
ち
に
逸
る
子
規
像
初
雀 

 
 

 
 

 

岡
山
県
岡
山
市 

有
田 

純
子 



入
選
二
十
句 

 
（
市
外
） 

路
面
電
車
段
差
も
楽
し
冬
の
旅 

 
 

 
 

奈
良
県
生
駒
市 

森
川 

佳
子 

夫
と
旅
湯
宿
の
窓
に
冬
満
月 

香
川
県
丸
亀
市 

三
谷 

貴
久
子 

十
二
月
歩
き
遍
路
に
つ
も
る
雪 

 
 

 
 

 
 

徳
島
県
徳
島
市 

前
川 

俊
次 

い
じ
ら
れ
る
お
で
こ
の
広
さ
松
山
城 

広
島
県
東
広
島
市 

姫
田 
修
志 

し
ぐ
る
る
や
宿
に
菊
間
の
鬼
瓦 

 
 

 
 

 
 

 

高
知
県
須
崎
市 

徳
永 

逸
夫 

田
仕
舞
や
藁
マ
ン
モ
ス
で
遊
ぶ
子
等 

 
 

 
 

 

愛
媛
県
新
居
浜
市 

寺
村 

洋
子 

か
ざ
は
な
や
白
く
ま
ピ
ー
ス
が
ウ
イ
ン
ク
し 

兵
庫
県
神
戸
市 

筒
井 

み
つ
こ 



秋
高
し
父
が
手
を
取
り
母
に
羽
根 

 
 

 
 

愛
媛
県
宇
和
島
市 

竹
下 

純
子 

山
茶
花
の
紅
に
押
さ
れ
て
三
坂
越
え 

 
 

 
 

 

千
葉
県
浦
安
市 

清
水 

亮
次 

子
規
堂
の
縁
に
座
布
団
一
つ
か
な 

 
兵
庫
県
宝
塚
市 

木
寅 

美
幸 

湯
に
ほ
ど
く
旅
の
疲
れ
や
冬
銀
河 

大
阪
府
大
阪
市 

亀
井 

駿
虎 

竹
藪
の
ざ
は
め
く
猪
の
捕
獲
檻 

東
京
都
三
鷹
市 
角
谷 

昌
子 

楪
や
継
ぐ
も
の
も
な
く
六
姉
妹 

大
阪
府
大
阪
市 

馬
本 

み
ち
子 

（
市
内
） 

反
り
返
る
城
の
石
垣
春
の
雲 

愛
媛
県
松
山
市 

村
上 

登
喜
子 

我
も
ま
た
揺
れ
る
枯
れ
蓮
西
林
寺 

愛
媛
県
松
山
市 

土
井
田 

惠 



こ
が
ら
し
を
た
も
と
に
入
れ
て
道
後
の
湯 

愛
媛
県
松
山
市 

児
島 

實 

最
強
の
寒
波
不
動
の
大
師
像 

愛
媛
県
松
山
市 

岩
﨑 

久
美 

船
窓
に
巳
年
の
朝
だ
還
暦
だ 

愛
媛
県
松
山
市 

一
柳 

保
彦 

 

（
十
五
歳
以
下
） 

も
ち
つ
い
て
春
待
つ
顔
の
弟
だ 

 

愛
媛
県
松
山
市 
西
村 

蒼
生 

初
め
て
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
ガ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ 

 
 

 
 

 

兵
庫
県
神
戸
市 

片
岡 

誠
登 

 

伊
予
灘
も
の
が
た
り
賞 

 

下
灘
の
ベ
ン
チ
に
座
る
春
帽
子 

東
京
都
練
馬
区 

茂
木 

政
一 



投
句
総
数 

 

一
、
六
六
二
句 

市
外 

 
 

一
、
二
八
〇
句 

市
内 

 
 

 
 

三
八
二
句 

投
句
者
総
数 

 
 

一
、
〇
六
九
人 

市
外 

 
 

 
 

八
八
九
人 

市
内 

 
 

 
 

一
八
〇
人 

 

開 

函 

日  
 

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 


